
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

2022年3月1日 
第119号 

昭和 49年布市町でマッコウ鯨の骨が出土しました 

2面：ゆうゆう講座/散歩道/茶論/倶楽部/ノルディックウォーキング/文化祭/山中教授/井山棋聖/詩歌句/シニア川柳/ひょう評 

本紙は善根寺・池之端・日下・布市・元町・石切（東/上/北/西/中）・額田・山手・立花・南荘・宝町・弥生・東山・東豊浦・新町・箱殿の各戸に配布されています。 

 

東
大
阪
市
に
は
約
６
０
０
０
の
事
業
所
が
あ
る
。
中
小
企
業

が
密
集
し
て
お
り
、
社
員
数
20
名
以
内
が
90
％
を
占
め
る
。

そ
の
う
ち
、
金
属
製
品
製
造
業
が
１
６
５
３
社
を
占
め
、
全
体

の
28
％
で
最
も
多
い
。 

江
戸
期 

 

江
戸
時
代
か
ら
、
鋳
物
工
業
、
伸
線
工
業
、
木
綿
産
業
が
発

達
し
た
。
伸
線
と
は
、
線
材
（
針
金
、
ワ
イ
ヤ
ー
）
の
直
径
を
細

く
し
、
長
さ
を
伸
ば
す
こ
と
で
あ
る
。 

明
治
期 

 

明
治
初
期
に
な
っ
て
、
人
力
に
よ
る
伸
線
が
、
初
め
て
水
車

を
動
力
と
し
て
行
わ
れ
た
。 

 

以
後
、
水
車
に
よ
る
伸
線
工
場
が
、
枚
岡
地
区
、
特
に
豊
浦

谷
で
、
集
中
し
て
立
地
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
水
車
は
、

主
に
農
業
用
に
利
用
さ
れ
た
の
で
、
伸
線
の
動
力
と
し
て
は
、 

   

夜
間
の
利
用
が
多
く
、
夜
に
作
業
し
、
朝
に
帰
宅
す
る
夫
婦
の

姿
が
よ
く
見
ら
れ
た
と
い
う
。 

 

明
治
後
期
に
、
安
く
て
用
途
が
広
い
鉄
線
が
普
及
し
、
釘
の

国
産
化
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
針
金
、
金
網
な
ど
、
鉄
線

用
途
が
次
々
と
増
え
た
。 

大
正
期 

 

大
正
初
期
に
、
大
阪
電
気
鉄
道
（
現
近
鉄
奈
良
線
）
が
開
通

し
、
そ
れ
を
契
機
に
、
枚
岡
地
区
に
電
力
が
供
給
さ
れ
た
。
一

部
の
工
場
に
電
力
機
が
導
入
さ
れ
、
生
産
性
が
一
段
と
向
上

し
た
。 

昭
和
期 

 

昭
和
初
期
に
は
、
府
道
大
阪
枚
岡
線
（
産
業
道
路
）
が
開
通

し
、
鉄
線
の
生
産
地
で
あ
る
枚
岡
地
区
と
市
場
の
大
阪
市
と

の
物
流
が
発
達
す
る
。
枚
岡
の
伸
線
業
は
増
加
し
、
昭
和
10

年
に
は
、
１
０
０
社
近
く
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
中
期
の
昭

和
40
年
代
の
初
め
、
東
大
阪
の
伸
線
業
は
１
４
０
社
を
数

え
、
生
産
高
で
は
、
総
工
業
生
産
の
10
％
を
占
め
る
。
全
国
シ

ェ
ア
も
40
％
に
達
し
、
市
最
大
の
地
場
産
業
と
な
っ
た
。 

 

当
時
は
あ
ち
こ
ち
に
伸
線
工
場
が
あ
り
、
働
い
て
い
る
人
が

多
く
、
工
場
内
に
は
、
大
き
な
ワ
イ
ヤ
ー
の
束
が
う
ず
高
く
置

か
れ
、
鉄
の
臭
い
が
立
ち
こ
め
て
い
た
。 

 

昭
和
50
年
代
以
降
、
人
手
不
足
や
後
継
者
難
、
公
害
問 

題
、
海
外
企
業
と
の
競
争
に
よ
り
、
伸
線
業
は
急
速
に
減
少
し

て
い
っ
た
。
今
、
工
場
跡
地
は
、
ほ
と
ん
ど
が
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

の
住
居
に
な
っ
て
い
る
。 

   

伸
線
工
業 

わ
が
街
の
誇
り 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

現
代
に
花
開
く
派
生
品 

 

伸
線
業
そ
の
も
の
は
縮
小
期
に
入
っ
た
が
、
多
く
の
会
社

は
、
技
術
開
発
や
新
事
業
に
取
り
組
み
、
地
域
経
済
に
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
を
も
た
ら
し
て
い
る
。 

 

線
材
の
製
品
も
、
断
面
積
が
丸
い
通
常
の
線
材
か
ら
、
用
途

に
応
じ
て
、
角
型
、
楕
円
形
、
菱
型
、
花
型
な
ど
の
異
形
線
も

作
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鉄
線
や
銅
線
に
加
え
て
、
合
金
鋼
（
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
鋼
線
）
な
ど
、
特
殊
な
線
材
も
開
発
さ
れ
て
い

る
。 

 

派
生
品
の
用
途
は
広
く
、
文
房
具
、
家
庭
用
品
、
ス
マ
ホ
な

ど
携
行
品
、
医
療
器
具
、
建
築
・
土
木
用
資
材
な
ど
多
く
の
分

野
が
あ
る
。
カ
ラ
ー
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
ア
ー
ト
の
分
野
も
あ
り
、

自
動
車
や
電
気
製
品
に
も
多
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

多
種
多
様
な
製
品
が
、
東
大
阪
で
作
ら
れ
、
日
本
や
世
界
シ

ェ
ア
の
高
い
物
も
多
い
。 

 

伸
線
工
業
は
、
す
そ
野
の
広
い
産
業
で
あ
り
、
線
材
製
品
の

加
工
産
業
の
発
達
を
促
し
た
。
今
や
東
大
阪
市
は
、
産
業
基

盤
集
積
の
デ
パ
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
お
お
も
と
は
、

伸
線
工
業
に
由
来
し
て
い
る
。 

   

資
料
提
供 


 

東
大
阪
市
モ
ノ
づ
く
り
支
援
室 


 

東
大
阪
商
工
会
議
所 


 

木
ノ
本
伸
線
株
式
会
社 


 

大
阪
精
工
株
式
会
社 

   

江
戸
末
期
の
天
保
年
間
に
、
東
大
阪
の
商
人
が
、
京
都

の
か
ん
ざ
し
に
使
う
銅
の
線
材
を
依
頼
さ
れ
た
。
そ
こ

で
、
樫
の
木
の
丸
太
に
孔
を
あ
け
て
、
人
力
に
よ
っ
て
引

っ張
る
伸
線
を
始
め
た
。
銅
や
真
鍮
を
用
い
て
、
足
袋
の

こ
は
ぜ
や
櫛
、
か
ん
ざ
し
、
縫
い
針
な
ど
に
加
工
し
て
い

た
。 

 

生駒七谷の水車（復元） 

伸線工場 

伸線機 

製品 

派生品・二次製品 

https://livedoor.blogimg.jp/ky5210-60ayulnj/imgs/b/5/b50b61e6.jpg


 

生
駒
山
が
こ
ん
な
に
も
真
近

に
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
は

こ
こ
三
、
四
年
の
こ
と
。 

 

東
に
向
か
っ
て
、
花
園
ラ
ク
ビ

ー
場
近
く
ま
で
来
る
と
、
急
に

視
界
が
開
け
、
南
は
信
貴
山
・

金
剛
山
、
北
は
、
飯
盛
山
と
大

パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
る
。 

 

幼
い
頃
に
、
父
・
母
の
腕
に
抱

か
れ
た
感
慨
に
ひ
た
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
あ
る
。 

 

み
じ
か
に
思
え
る
山
も
、
そ
の

時
の
心
の
あ
り
よ
う
に
よ
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
表
情
を
み
せ

る
。 

 

い
ま
は
、
な
だ
ら
か
な
山
容

の
生
駒
山
脈
も
、
黎
明
期
に
は

躍
動
す
る
荒
々
し
い
姿
で
あ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
。
淡
い
茶
色

の
山
肌
が
、
芽
吹
き
と
と
も
に

緑
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
、

そ
こ
こ
こ
に
桜
が
色
を
そ
え

る
。
灼
熱
の
夏
に
は
緑
陰
を
想

い
、
や
が
て
錦
模
様
へ
と
衣
替

え
し
た
み
じ
か
い
秋
が
過
ぎ

る
。
そ
し
て
、
う
っ
す
ら
と
雪
を

冠
る
山
へ
と
変
化
し
て
い
く
。 

 

自
然
は
時
に
手
強
い
。
で
も

と
て
も
や
さ
し
く
、
心
を
和
ま

せ
て
く
れ
る
、
天
か
ら
の
お
く

り
も
の
。 

 

何
万
年
、
静
か
に
見
守
っ
て

く
れ
て
い
る
厳
か
な
そ
の
姿

に
、
な
ぜ
か
胸
が
あ
つ
く
な
る
。 

 

小
心
を
捨
て
よ
、
邪
心
を
捨

て
よ
と
、
教
え
て
く
れ
て
い
る

自
然
。 

 

豊
か
さ
と
は
、
物
質
で
は
な

く
心
・
自
然
の
豊
か
さ
で
あ
る

と
感
じ
る
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
Ｓ
・
Ｙ
） 

枚
岡
の
子
守
唄 

作
詞 

 

潮
良
桂
太 

作
曲 

 

塩
田
義
法 

生
駒
さ
ん
の
お
ろ
し 

冷
と
う
な

る
と 

日
下
の
坂
は 

寒
ぶ
く
な
あ
る 

枚
岡 

石
切
さ
ん 

雨
が
降
る
と 

布
市 

水
走 

雨
が
た
ま
る 

＊
ね
ん
ね
ん
お
ろ
ろ
ん 

ね
ん
お
ろ
ろ
ん 

 
 

お
ろ 

ね
ん
ね
ん
お
ろ
ろ
ん 

 
 

ね
ん
お
ろ
ろ
ん 

負
う
て
歩
い
て 

ま
だ
寝
ん
の
な
ら 

瓢
箪
山
の
稲
荷
に 

ひ
と
つ
あ
げ

さ
ん
あ
げ
よ 

咳
く
な
咳
く
な
咳
く
な 

し
ん
ど

い
だ
け
や
ん
か 

六
万
寺
の
日
暮
れ 

止
め
て 

早
よ

寝
ろ
や 

＊--------- 

箱
殿 

鷹
殿 

町
を
超
え
て 

ど
こ
ま
で
行
こ
か 

御
厨
橋
へ 

遠
く
は
難
波 

近
く
は
恩
智 

ゆ
さ
ぶ
っ
て 

ゆ
れ
て 

静
か
に
ね

ろ
や 

＊---------- 

＊---------- 

    

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

４
月
24
日
（日
） 

万
葉
び
と
が
歩
い
た
柏
原
龍

田
古
道 

５
月
22
日
（日
） 

大
和
郡
山
を
訪
ね
る 

９
月
25
日
（日
） 

城
址
め
ぐ
り 

高
槻
界
隈 

10
月
23
日
（日
） 

自
然
を
満
喫 

馬
見
丘
陵
公
園 

11
月
27
日
（日
） 

都
心
を
散
策 

靭
公
園
か
ら

大
阪
城 

１
月
22
日
（日
） 

生
駒
西
麓
め
ぐ
り 

瓢
箪
山

か
ら
心
合
寺
山
古
墳 

（予
定
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
詳

細
は
企
画
委
ま
で
） 

◇
ス
タ
ッ
フ
（
協
力
員
）求
む
！ 

 
 

わ
が
町
ウ
ォ
ー
ク
（
散
歩
道
）行
事

の
企
画
運
営 

◇
「散
歩
道
友
の
会
」受
付
中
（行
事
の
お

知
ら
せ
を
お
届
け
） 

 
 

年
会
費 

本
人
会
員
（７
０
０
円
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

家
族
会
員
（３
０
０
円
） 

◇
企
画
・
運
営
の
ス
タ
ッ
フ
参
加
「
散

歩
道
友
の
会
」ご
入
会
は
下
記
ま
で 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆうゆう 
男の料理教室 
 

初めての 
ウクレレ教室 
 

やさしい 
歴史教室 

ゆうゆう 
囲碁教室 

講師・谷口淳子 
大阪音楽大学ピアノ科卒 

ピアニスト 

第1・2・4月曜日（8月・1月休講） 

9時～12時 

年・30回 

費用・1月2,000円 

教材費・（当初に 1,000円） 

定員・16名 

 

講師・日向良王 
元和食料理長 

講師：白山登茂和 
仏料理オ-ナ-シェフ 

第 1日曜日 

（8月・1月休講9月そば打ち） 

11時～14時 

費用・1月1,000円 

（当初に5カ月分） 

材料費・その都度に自費 

定員・16名 

 

講師・細川光司 
第 1・3・4金曜日 

10～11時 45分 

第4金曜日は 14時～16時 

年・36回 

費用・1月1,500円 

（当初に6カ月分） 

ウクレレ持参 

定員・16名 

 

 

5・7・9・10・11・2月（第2土曜日） 

9時 45分～12時 

年・6回 

費用・1回500円 

定員・15名 

＊野外授業を主とする。 

 

 

指導・企画運営委員 
     と協力員 
第 2・4土曜日 

13時～16時 

年・24回 

費用・無料 

定員・16名 

＊小学生以上 

＊初心者・女性大歓迎 

 
✰受講希望の方は往復ハガキに、希望教室名、住所、氏名、年齢、性別、電話番号を明記し、お申込みください。申込み締切り 3月 15日（火）必着。 

✰複数の講座を希望される場合は、それぞれの講座ごとに往復ハガキでお申込みください。申込者が募集人数を超えた場合は、抽選になります。 

東大阪市スクラムハ－ト 

A地域 

日下リージョンセンターへ 

♠
デ
ジ
カ
メ
は 

ど
ん
な
亀
だ
と 

 
 

祖
母
が
聞
く 

♣
恋
か
な
と 

思
っ
て
い
た
ら 

 
 

不
整
脈 

♠
驚
い
た 

惚
れ
る
と
惚
（
ぼ
）

け
る
は 

同
じ
文
字 

 

毎
月
第
1
金
曜
日
（
1
月
は
休
み
） 

た
だ
し
4
月
の
み
第
2
金
曜
日 

時
間  

13
時
～
16
時 

場
所  

2
階 

多
目
的
ホ
ー
ル 

〇
ス
ト
レ
ッ
チ
〇
手
芸
・
囲
碁
・
将

棋
・カ―

リ
ン
コ
ン
・オ
セ
ロ 

〇
お
茶
と
お
し
ゃ
べ
り
等 

   
   

シニア 
ピアノ教室 

 

    

初
心
者
・再
チ
ャ
レ
ン
ジ 

大
歓
迎
！ 

ピ
ア
ノ
の
夢
を 

叶
え
ま
し
ょ
う
！ 

募集 素晴らしい先生と生涯の友に出合えるリ－ジョンセンターのゆうゆう講座（2022年 4月～23年 3月） 

 演
奏
す
る
楽
し
み 

初
心
者
の
方 

基
礎
か
ら 

楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う 

み
ん
な
で
美
味
し

く
作
り
ま
し
ょ
う 

不
思
議
発
見 

毎
月
第
3
土
曜
日 

(

8
月
と
３
月
は
休
み 

 

時
間 

 
 

13
時
～
15
時
30
分 

 

場
所 

 
 

２
階 

 

多
目
的
ホ
ー
ル 

4
月 

ギ
タ
ー
・歌  

ピ
ア
ノ
・歌 

5
月 

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
・歌  

ピ
ア
ノ
・歌 

6
月 

ギ
タ
ー
・歌  

ピ
ア
ノ
・歌 

7
月 

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
（生
演
奏
） 

9
月 

ギ
タ
ー
・歌  

ピ
ア
ノ
・歌 

10
月 

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
・歌  

ピ
ア
ノ
・歌 

11
月 

フ
ォ
ー
ク
演
奏
会 

12
月 

ク
リ
ス
マ
ス
会 

1
月 

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
・歌 

ピ
ア
ノ
・歌 

2
月 

ギ
タ
ー
・歌  

ピ
ア
ノ
・歌 

 

 

枚岡公園にて 

井
山
裕
太
七
冠
記
念 

 
 
 
 
 

講
習
会 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

 

今
年
は
春
と
秋 

 
 

 

講
習
会
を
開
催
！ 

 

開
催
場
所 

枚
岡
公
園 

 

毎
月
・第
1
土
曜
日 

午
後
1
時 

日
下
リ―

ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
、

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

開
催 

 

 

今
年
は
五
冠
で
新
年
を
迎
え

た
。
昨
年
は
大
三
冠
の
み
の
三

冠
に
始
ま
り
、
ま
ず
棋
聖
は

9

連
覇
、
本
因
坊
は

10

連

覇
、
名
人
は
連
覇
で
通
算

8

期
と
大
三
冠
を
堅
守
し
た
。

8

月
に
碁
聖
、
11

月
に
天
元

を
奪
取
し
、
久
し
ぶ
り
に
五
冠

復
帰
と
な
っ
た
。 

 

1

月
か
ら
の
棋
聖
の
防
衛

戦
の
挑
戦
者
は
、
昨
年
碁
聖

戦
、
名
人
戦
で
最
終
局
ま
で
闘

っ
た
一
力
遼
九
段
で
あ
る
。
井

山
裕
太
五
冠
に
次
ぐ
囲
碁
界

ナ
ン
バ
ー
2

の
実
力
者
で
あ

る
。 

 

井
山
裕
太
棋
聖
は
、
棋
聖
戦

史
上
初
の
10

連
覇
を
目
指
し

て
奮
闘
し
て
い
る
。 

 

現
在
は
、
七
冠
達
成
時
の
頃

よ
り
勝
負
強
く
粘
り
強
く
な

っ
て
い
る
と
言
う
解
説
者
が
多

く
い
る
。
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
等
を
新
し
く
取
り
入
れ
て
、

井
山
裕
太
五
冠
の
進
化
は
留

ま
る
こ
と
は
な
い
。 

 

 
王座奪取の井山棋聖 

  

 

山
中
教
授
は
、
設
立
以
来
、

12
年
間
勤
め
た
所
長
を
3
月

末
に
退
任
す
る
。 

 

今
後
も
研
究
所
に
残
り
、
研

究
基
金
の
資
金
集
め
に
奔
走

し
、
i

P

S
細
胞
の
用
途
拡

大
と
供
給
加
速
に
、
ス
パ
ー
ト
を

か
け
る
。 

 

い
っ
ぽ
う
、
管
理
職
か
ら
研
究

者
に
戻
り
、
未
来
生
命
開
発
部

門
を
率
い
て
、
i

P

S
細
胞

や
医
学
・
生
物
学
の
発
展
に
貢

献
す
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
さ

れ
る
。 

所
長
退
任
と
次
へ
の
決
意 

 


